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 1. 開催の趣旨： 

2．日程・プログラム等 

 



11. 開開催の趣旨：  
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22．．日程・・プログラム等  

 【テ ー マ】  

  

【日   時】 25 9 6  

 

【プログラム】 

 

  

   ・  
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（（参考）全学教育シンポジウム開催一覧  
 

  

3．開会 

司会（国際高等教育院特定教授 植松恒夫）

司会 
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（参考）全学教育シンポジウム開催一覧 33．．開会  

司司会（（国際高等教育院特特定教授  植植松恒夫））

司司会  
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44．．開会挨拶  

教教育担当理事  淡淡路  敏敏之之  

司会
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4．開会挨拶 

教育担当理事 淡路 敏之 

司司会
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55．．総総長基基調講演：「「私の期待する全人教育」  

総総  長長   松松本    紘紘  
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5．総長基調講演：「私の期待する全人教育」 

総 長  松本  紘 
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司会
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司司会

－ 11 －



司司会
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司会

京都大学総長 松本 紘 

平成25年9月6日 

私の期待する全人教育 

我が国の人口推移とその予測 

しかも「主要国の大学院在籍者割合」には大きな差が！ 

日本 

 

 

人口1,000人あたりの大学院在籍者数 

国連事務局における職員数および望ましい職員数 

刺激的なデータを以下５つ 
 

明らかに日本が変わる、 
変わらなきゃいけない 
気持ちを強くした・・・ 

 

大学進学率は高いといいながらも米国、韓国に追いつかず 

日本 

 

 

「経済鎖国」？世界経済との関係が相対的に低い 

教員が集まる貴重な場 
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教養課程における新しい取り組み 

国際高等教育院 

机上の空論にならぬよう 

さらに学生の気持ちに！ 

「・・・な学生を育てたい」 

「・・・なカリキュラムを組む」 

３つの

Amazonの会議には、 

必ず空いた席が一つ・・・ 

 

希望と異なる講義をとっても、 
その講義で新たな発見や感動があれば 

こんな感想は書かないはず！？ 

「・・・な学生を育てたい」 

「・・・なカリキュラムを組む」 

「授業内容を工夫する」 

「内的動機づけに工夫する」 
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机上の空論にならぬよう

脱・カリキュラム“のみ”論 

本学の学生の傾向は？ 

（満足度、留学・・・） 

京都大学 中国C大学 

本学は圧倒的に浮動層が多い！  

微積やっていないとかいうが・・・ 

京大にくる高校生のレベルは？ 

根拠をもとに議論したい 

4% 

29% 

53% 

14% 

14% 

58% 

25% 

3% 

本本学学生は、日常的外国語能力（話す力）に自信がある者がが少ない 

京都大学 中国C大学 

留学したいと思わない理由 

本学では「時間」が足りず、「学業・研究と両立できない」と考える者が
多い。就職活動や理系専門課程での実験の影響？ 

その講義をカリキュラムに組んだだけで 
それは満たされること？ 

いったい、どのくらいの習得度がある？ 
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根拠をもとに

データベースド・カリキュラム 

京大たる学生を 

育てるとは？ 

京大らしさを突き詰めて 

根拠をもとに議論したい 

机上の空論にならぬよう 

京大らしさを突き詰めて 

京大らしさを突き詰めて

一丸となって京大たる学生を育てる 

「デジタルポートフォリオ」～Facebookが入試の選考資料？ 

「専門職学習ネットワーク」～ネットでつながる教員たち 

「ソーシャルラーニング」～学習者と社会がつながる 

「グローバルラーニング」～国境を越える家庭教師 

「21世紀型スキル」～今はない職業への準備 

「反転授業」～授業は宿題に、宿題は授業に 

「オープン教育」～世界最良の授業はウェブから来る 

教育界における変革 
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プライドを情熱に 

情熱をプライドに 
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66．．国国際高等教育院・企画評価専門委員会報報告  ‐‐ははじめに‐‐  

国国際高等教育院長  北北野  正正雄  
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6．国際高等教育院・企画評価専門委員会報告 ‐はじめに‐ 

国際高等教育院長 北野 正雄 
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司司会
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司会

国際高等教育院企画評価専門委員会報告  
 --- はじめに 

国際高等教育院 北野正雄 

大綱化後の教養・共通教育 
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具体的な問題 
 

 

 
--- 400
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京大における教養教育の変遷 
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  2 

大綱化後の教養教育の実施体制（１） 
 (1992—93) 

 

 
 

 
 

 

  4 

教育組織のバーチャル化による問題点 
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改革の検討 
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H23.3  
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H25   
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国際高等教育院の理念 
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構想のポイント 
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教育検討WG （企画評価専門委員会内） 
 

 
WG ( ) 
WG ( ) 

WG  
WG  

WG  
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現代社会適応科目群・拡大科目群検討WG 
 

 
 

  

 
 

 

  15 

 

 
 

   
 

 

 

 
 

   
 

 

 

 
 

 

 

 
 
 

   
 

 

 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

  

 

 

 

  10 

国際高等教育院の現在の人員構成 
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教養教育検討WG 
   

1  
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少人数・初年次教育検討WG 
―  
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基礎教育検討WG 
 

 
 

 
 
 

 
 

  17 

国際化対応 

  19 

 
 

 
 2  

 
 

 

  
 G30  

 

 
 
 

外国語教育検討WG 
 

EGAP  
Reading, Writing Listening  

 (TOEFL )  
 

 
 

 
―  

 
 

 
 CALL, ICT) 

 
   18 

環境整備 
 

 
   

 
 

BYOD (bring your own device)  

  20 
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77．．報告 11：：「教教養教育の在り方について」」  

国国際高等教育院副教育院長  喜喜多    一一  
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7．報告 1：「教養教育の在り方について」 

国際高等教育院副教育院長 喜多  一 
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司司会
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司会

 

 

 

 

 

 

 
 

 

KUINEP 

 

 

 

 

 

 

 

  

H24  H25   

 
 

 

 

 

 
 
  

 

 

 

 

 
•  

–  

 

–

 

–

 

 

•  
–  

–
 

–  
•

 

→
 

•  

→
 

 

•  
–

 
–  

•
  

•  
–  
–  

 

 

•  

•  
–  

–  

–  

–  

–  

 

•  
–

 

–
 

–
 

 

•  
– 1  
– 2

 

•  
–

 

•  
–

 

－ 29 －



 

•  
–

 
→  
→

 
•  

–  
–

 
–  
–

 

 

•  
–

 
–  
–  

•  
–

 
•  

–
 

 

•  
– 1-a, 2  
–  
–  

•  
–  10  
–  

•  
–  BYOD  

 

 

•  
–

 
–  

 
–  

•  
–  
–  
–  

 

•  
1.  

a.  

b.  

2.  

3.  

 

•  
–

 

–  

–
 

 
•  

– 22  

– 24  

– 25  

– 29  

•  
– 38  

•  

－ 30 －



 

•  
–  3  

–  3 ( 24)

 

–  3  

–  4 

 

–  4  

– 5  

 

•
 

1. ( , ,
)   

2. ( , 36
, 76 , 8 ,

4 ) , ( ,124 )   
3. , ,

  
4. ( , , ) ,

 
5. ,

  
6. ,   

 

•  
–

 
•

 
–  
–

 
–  

•

 

 

•
 

•

 
•

 
•

 
•

 
•

 
•

 

 

•  
– 10  

– 15  

– 16  

– 25  

 

•

 

•

 

 

•  
–  
–  
–

  
–

 

•
 

 

－ 31 －



8．報告 2：「基礎教育の在り方について」 

国際高等教育院副教育院長 土井 真一 
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88．．報告 22：：「基基礎教教育の在り方について」」  

国国際高等教育院副教育院長  土土井  真真一  
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司会
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司司会
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9．報告 3：「外国語教育の在り方について」 

国際高等教育院副教育院長 津田 敏隆 
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99．．報告 33：：「外外国語教育の在り方について」」  

国国際高等教育院副教育院長  津津田  敏敏隆  
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司司会

西西牟田祐二（（経済学研究科）

北野

司会

西牟田

司会

江﨑信芳（理事）

北野
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司会

西牟田祐二（経済学研究科）

北北野

司司会

西西牟田

司司会

江江﨑信信芳（（理事）

北北野
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司司会

司司会
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司会

司会
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• Communication Skills
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Writing E1W
Listening CALL
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• Reading 

Academic Reading E2R
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• TOEFL (Test of English as a Foreign Language) 

 

• TOEFL iBT 90  

• TOEFL 
iBT 69 80  
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IELTS 6.0 50  
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